
木造住宅における耐震診断の評点と損傷度の関係

技術概要
　住宅の耐震安全性を実感し、巨大地震に備え
てより高い耐震性能に価値を見出してもらうた
めの説明技術。予想される震度と被害の関係、
避難の可能性、損害額、生命のリスクなどをビ
ジュアルに分かり易く説明するための意思決定
支援ツール。
　　 
背景・従来技術
　建物の耐震性能は、建築基準法を満たすか否
かという法規的な観点でしか一般市民が理解す
ることができなかった。これが、耐震偽装事件
を生み出した背景であり、建物の耐震化が進ま
ない原因である。

特徴
　建物の性能を連続的な物差しで捉え、それを
地震の大きさである震度と想定される被害の関
係で説明することにより、より高い耐震性能が
住宅所有者の安心につながることを実感を持っ
て説明するためのツールをデジタル情報も含め
て分かり易く提供していることが大きな特徴で
ある。
　
実用化イメージ
　住宅の新築、あるいはリフォームの時に、住
宅所有者の意向に沿った耐震性能の目標が明確
になり、それに沿った住宅の施工が可能になる。
また、住宅の耐震性能に対する責任の所在が明
確になり、建築士や建築技術者の社会的地位の
向上、より高い性能の住宅の供給、中古住宅の
価値向上等につながる。
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　建築構造や耐震性能に対する正しい理解を社会に広め、性能の高い住宅を適正な価値に結びつけて
いくことが、地震大国の日本では重要です。
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安全・安心の実感に向けた説明技術の開発
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